
正性決定と不退転
一初期経典から大乗経典へ－

松下俊英

はじめに

果たして人生を全うするにはどのように生きるべきなのか。仏教は長い歴史

の中でそれをあらゆる思考をもって語り続けてきた。仏を信じる者にとっての

目的は，その信じる仏のように自らも仏と成ることといえる。そしてそれは仏

からの授記(vy-a-kJ-｡記別）という形で古くから経典に示されてきた。すなわ

ち仏によって「もう悪趣に堕すことなく，浬梁に至ることが決定した」と授記

されることである。このような授記は，正性決定(Skt.samyaktva-niyama-/niyata-,

Pal.sammatta-niyama-/niyata-,正性離生samyaktva-nyfima-,正定聚samyaktva-raSi-niyata-)

という一つの聖者のレヴェルを示すようにもなる。正性決定は，中国，日本の

浄土教にとって重要な用語であり，不退(a-vi-(ni-)-vrt-)という語とともに用い

られてきた。そしてまたそれらの語は「往生」と密接に絡みあっていることか

ら，現在世で獲得するのか否かという問題も常に議論されてきた。それは中国

日本における思想展開の証ともいえるであろう。本稿では，パーリ・ニカーヤ

文献及び大乗経典の一部において正性決定と不退転がどのように関連するのか

を確認してみたい。これによって明らかになることは，ニカーヤ文献にしる大

乗経典にしろ，正性決定と不退転は仏からの授記がメルクマールとなっている

という点にある。
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1パーリ・ニカーヤ文献にみられる正性決定と不退転

ニカーヤ文献における「正性決定」は，たとえば『デイーガ・ニカーヤ』に
（1）

「三つの聚がある。邪性決定の聚，正性決定の聚，不決定の聚である」と説か

れる。この中，正性決定は「正しく悟りを得るに定まること」を意味し，邪性

決定は「悟りに至ることができないこと」を指し，不決定は「正性決定にも邪

性決定にも未だ定まらないこと」を意味する。また『アングッタラ・ニカー

ヤ」では正性決定と聖者との関係を以下のように説く。

ANvol.3,pp.441.21-442.7．

sovatabhikkhavebhikkhukaficisankharamniccatosamanupassantoanulomikaya

khantiyasamannagatobhavissatrtin'etamthanamvUjati.anulomikayakhantiya

asamannagato,sammattaniyamamokkamissatTtin'etamthanamvijjati

sammattaniyamamanokkamamanosotapattiphalamvasakadagamiphalamv5

anagamiphalamvaarahattamvasacchikarissatrtin'etamthanamvijjati.

sovatabhikkhavebhikkhusabbasankharamaniccatosamanupassantoanulomikaya

khantiyasamannagatobhavissatrtithanametamvijjatianulomikayakhantiya

samannagatosammattaniyamamokkamissantithanametamvijjatisammat-

taniyamamokkamamanosotapattiphalamv3sakadagamiphalamva

anagamiphalamvaarahattamvasacchikarissatrtithanametamvijjatrti.

比丘たちよ，「ある行(sankhara)を恒常という点で見つつある比丘は〔四

諦の現観に〕随順する忍を備えた者となるであろう」というこのような道

理はない。「〔四諦の現観に〕随順する忍を備えていない者が正性決定に入

るであろう」というこのような道理はない。「正性決定に入っていない者

が預流果や一来果や不還果や阿羅漢果を直証するであろう」というこのよ

うな道理はない。

比丘たちよ，「一切行を無常という点で見つつある比丘は〔四諦の現観

に〕随順する忍を備えた者となるであろう」というこのような道理はある。
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「〔四諦の現観に〕随順する忍を備えた者は正性決定に入るであろう」と

いうこのような道理はある。「正性決定に入る者が預流果や一来果や不還

果や阿羅漢果を直証するであろう」というこのような道理はある。

ここでは，正性決定に入っていない者は，預流果あるいは阿羅漢果に至るま

でを得ることはできないとし，正性決定に入っている者はそれらの果を得るこ

とができるという。正性決定に入ることが聖者としての一つの座標規準とし

て示されている。

さらに正性決定に「不退転」の意味をも含めて語られている箇所もある。以

下に確認するが，パーリ・ニカーヤにおける「不退転」の原語は必ずしも明確

ではない。大乗経典等ではa-vi-(ni-)vrt-だが，ニカーヤ文献においてはvi-vrt-

はsam-vrt-と共に用いられ，両者は世界の崩壊と創造の意味であることから，

不退転の意味は読み取れない。近しい語はa-pari-hi-,a-vi-ni-pat-｡5-vrt-であ

る。これらの語が用いられる近辺には正性決定が語られている。よって，以下

にはa-pari-ha-#a-vi-ni-pat-,5-vrt-の用例を通して，正性決定の意味を確認し

てみよ:'｡

まずpari-ha-は以下のように用いられる。

ANvol.3,p.405.16-20.

imassakhopuggalassaakusaladhammaantarahita,kusaladhammasammukhrbhnta,

atthicakvassaakusalamtilamasamucchinnam.tamhatassaakusalaakusalam

patubhavissati.evamayampuggaloayatimparihanadhammobhavissati.

実にこの人の不善法は消失しており，善法が現前となっている。また一方

で彼の不善根は断ち切られていない。彼のその不善〔根〕から不善が現れ

るであろう。このようにこの人は将来，退失の性格のもの(padhnnadhanmna)

となるであろう。

この経典はデーヴァダッタが悪趣に生じるとブッダが授記したのはブッダの
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心によるものなのか神によるものかを問うものである。ブッダはそれに対して

心によって様々な人の心を見ると答え，その一例を示している。善・不善根が

結果としてその人の将来のゆく末を招くことが説かれており，上の記述では不

善根により将来退失することが示されている。当該箇所の註釈ではアジヤータ

サットゥ王とスッパブッダがこれに相当するとし，アジャータサットゥ王は道
（3）

果を退失し，スッパブッダはブッダの進行を妨害し，7日後に地に飲み込まれ
（4）

たと説かれていることから，不善法によって功徳を失ってしまい，悪趣に退堕

したということができよう。このことは『倶舎論」とそれを註釈するヤショー

ミトラが，退失とは過失によってなされたものであり，勝れた徳から退くこと
（5）

と解説していることからも理解できる。よって、a-pari-ha-は善根によって功

徳を失わないという意味だといえる。

次に,3-vrt-の用例をみてみよう。南伝の「大般浬藥経」では次のように説

かれる。

DNvo1.2,p.92.12-22.

salhoanandabhikkhuasavanamkhayaanasavamcetovimuttimpamavlmuttlm

ditthe'vadhammesayamabhi耐asacchikatvヨupasampajjavihasinandヨヨnanda

bhikkhunTpaficannamorambhagiyanamsamyqjaninamparikkhayaopapatika

tatthaparinibbayimanavattidhammatasmヨloka.sudattoanandaupasakotinnam

samyOjananamparikkhayaragadosamohanamtanuttasakadagamTsakidevaimam

lokamagantvadukkhass'antamkarissati･sUjatヨヨnandaupasikatinnam

samyqjananamparikkhayasotapannaavinipatadhammaniyatasambodhiparayana

アーナンダよ’サールハ比丘は漏の減によって，無漏なる心解脱，芸解脱

を現在において自ら知り，目の当たりにし，獲得して住している。アーナ

ンダよ’ナンダー比丘尼は五下分結を減することから化生の者となり，そ

こで般浬梁する者となり，その世界から〔この世界（欲界）に〕もと．らな

い性格(anavattidhamma)となっている。アーナンダよ’スダッタ優婆塞は

三結を減することから負瞑癌が弱くなることにより一来者となり，一度だ
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けこの世界（欲界）にやって来て苦の終焉をなすであろう。アーナンダよ

スジャーターー優婆夷は三結を減することから預流者となり，退堕しない性

格のもの(avinip5tadhamma)となり，決定したものとなり(niyata),正覚に

到達するものである(sambodhiparayana)。

上の引用は，ナーデイカ村における比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷たちが命

終してのち，どのような趣に，どのような未来にいったのかを語る教説である‘

その中，ナンダー比丘尼は五下分結を減し，化生として生まれ変わりそこで般
（6）

浬藥してその世界からもどらないと授記されている。しかしanavaltiは不還果

(anagamin)を意味しているから，それがそのまま大乗の不退転に直結すると
（7）

は考えられない。

また上の引用にはvi-ni-pat-が示されている。スジャーター優婆夷は「預流

者となり，退堕しない性格のもの(avinipatadhamma)」といわれている。当該の

註釈が退堕しない性格のものを「4つの悪趣に墜落しないことを自性とすると
（8）

いう意味である」と解釈していることからvi-ni-pat-は悪趣に退堕するという

意味をもつ。

以上のことから,pari-ha-は不善によって功徳を失うという意味,a-vrt-は世

間あるいは階位から退くという意味,vi-ni-pat-は確実に悪趣に退堕するとい

う意味で用いられる。すなわちこれらは，功徳を失うという原因と，それによ

って階位から退くという動向と，悪趣に退堕するという結果とを指すこととな

る。

さらに，上の引用では，預流者となり，退堕しない性格の者となったスジ

ャーター優婆夷に対して「決定したものとなり，正覚に到達するもの」とブッ

ダは授記している。正性(samyaktva)とは示されないが，スジヤーター優婆夷

がそれに決定したものであることには違いない。このことから，ニカーヤ文献

における正性決定は，浬藥に至ることが決定したことを指し，さらに仏教徒に
（9）

とって正性決定という授記は重要な位置を占めていることがわかる。そのこと

は『倶舎論」に，教証により「正性は浬藥である」と説かれていることにも一
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（]O）

致する。すなわち「浬藥」は仏教徒の究極目的である。そこに至ることが必然

だと言われるということは目的に必ず到達することを意味している。

また，ニカーヤ文献においては大乗経典が語るような「不退転」という語は
（'1）

見当たらない。もちろん「世界からもどらない」と言われもするが‘大乗経典

の漢訳が「阿惟越致」と音写するほどの意味を持たせているようには考えられ

ない。したがって，大乗経典の「不退転」にはまた異なった意味があるといえ

る。そのことは3．「大乗経典の不退転」で確認したい。

以上，ニカーヤ文献における正性決定は，必ず浬藥に至ると授記されること

を指す。したがってこれはひるがえれば決して輪廻しないということを意味し

ている。

一方，以下にみる「八千頌般若経」などでは「正性決定に入っては無上正覚

は得られない」と説く。すなわち，菩薩は輪廻して衆生利益をなすべきだと語

っている。大乗経典における正性決定を確認してみよう。

2大乗経典における正性決定

2.1否定される正性決定

上に見たように「正性決定」は浬梁に至ることが確定したという意味で用い

られることがわかった。すなわち，浬藥を獲得し，輪廻しないことが決定して

いるという意味である。伝統的にはこのような意味で正性決定が言われるが，

『八千頌般若経』ではこれとは異なった意味で「正性決定」を用いている。

『八千頌般若経」第2章「シャクラの章」は，無数の神々を引き連れたシャク

ラと長老スブーティとの対話である。その冒頭部分では，シャクラが，菩薩は

どのように般若波羅蜜に心をとめ，どのように学び，どのように努力するのか

と問う。そしてスブーティは回答する前に以下のように語る。

ASPp.17.8-18.

sthavirahsubhntiraha-tenahikauSikaupadekSyamitebuddhanubhavena

buddhat可asabuddhadhiSthanena.yairdevaputrairanuttarayamsamyaksambodhau
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cittamnotpaditam,tairutpadayitavyam.yetvavakl:5ntahsamyaktvaniyamam,na

tebhavyaanuttarayamsamyaksambodhauclttamutpadayimm，tatkasyahetoh？

baddhasTmanohitesamsarasrotasah.abhavyahitepunahpunahsamsaranaya

anuttarayamsamyaksambodhaucittamutpadayimm.apinukhalupunasteSam

apyanumode,sacette'pyanuttarayamsamyaksambodhaucittanyutpadayeran.

nahamkuSalamUlasyantarayamkaromi･viSiStebhyohidharmebhyoviSiStatama

dharmヨadhvalambitaWah.
プ －■

上座スブーテイは言った。「カウシカよ’仏の威力によって，仏の威光に

よって，仏の決|断によって，私はあなたにお話しましょう。無上正覚に心

を発していない神の息子たちは，〔心を〕発すべきです。しかし，正性決

定に入った者たちは，無上正覚に心を発すことは不可能です。それは何故

か。というのは，彼等は輪廻の流れから遮断された境界を持っているから

です。彼等が何度も輪廻流転することのために無上正覚に心を発すことは

不可能なのです。しかしながら，また私は彼等に対しても随喜します。も

し彼等でも無上正覚に心を発すならば。私は善根の邪魔立てはいたしませ

ん。というのは，勝れた諸法より最も勝れた諸法が得られるべきだからで
一半｜

’○」

上の引用は伝統的な意味で「正性決定」を用いるのではなく，正性決定に入

った者は発心することができないという，菩薩にとって致命的な意味で用いて

いる。さらにその理由を「輪廻の流れから遮断された境界を持っているから」

と語っている。「決して輪廻しない」という意味の正性決定は，『八千頌般若

経』が示す，衆生利益のために輪廻する菩薩像からすれば否定されるべきもの

である。すなわち，正性決定に入って，そこに留まっている者は輪廻に一線を

画すことから無上正覚に心を発せず，衆生利益をなさないのである。

大品系の『摩訶般若波羅蜜経」（以下『大品｣）以降の同等箇所においては

「声聞の正性決定」という限定が加えられている。このことは2．2「菩薩の正

性決定」で確認するが，「菩薩の正性決定」という表現と対になっている。ま
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た小品系であれ，大品系であれ羅什訳以降は「預流果」が「正性決定」に言い
（12）

かえられている。すなわち正性決定は預流果に相当するということを意味する。

さて，『八千頌般若経」が示すような正性決定の用例は，『維摩経」にも見受

けられる。第4章「問疾品」ではマンジュシュリーが世尊の要請を受けて，ヴ

ィマラキールティの見舞いに行き，問答を繰り広げる様子が描かれる。その中，

菩薩の領域(gocara)を主題に，ヴィマラキールティは「異生を領域とせず，

聖者を領域としない。これが菩薩の領域である。輪廻を領域とし，煩悩を領域

としない。これが菩薩の領域である。浬藥の観察を領域とするが，究寛浬藥を

領域としない。これが菩薩の領域である。（略）不生の観察を領域とするが，
（13）

正性決定に入ることを領域としない。これが菩薩の領域である」と語る。

『八千頌般若経』でみたように輪廻から出離するのではなく，輪廻を領域とし，

正性決定に入ることを領域としないのが菩薩の領域だとしている。さらに第7

章「仏道品」では，如来の種姓を問われたマンジュシュリーは，有身をはじめ

に，無明，有愛，負，愼癌，四転倒，五蓋などが如来の種姓であると驚異的

な答えを出す。ヴイマラキールテイはその意図を問い，マンジュシュリーは以

下のように答える。

VKNp.306.1-4.

naSakyamkulaputraasamskrtadarSinaniyamavakrantisthitenanuttarayam

samyaksambodhaucittamutpadayitum.kleSagarasamskrtasthitenadrStasatyena

さakyamanuttarayamsamyaksambodhaucittamutpadayimm.

善男子よ，無為を見る者で，〔正性〕決定に入ってとどまっている者が無

上正覚に心を発すことはできない。煩悩のすみかである有為にとどまって

おり，諦(satya)を見ない者が無上正覚に心を発し得るのである。

上記の引用は，先の「八千頌般若経」と逐語的にも一致した内容である。こ

こでも「八千頌般若経」と同じく，正性決定に入って無上正覚に心を発さない

ことを批判している。さらにこの後には「無為に決定したことを得た者たちに
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仏法は芽生えない。スメール山に等しい有身見を生じて，菩提心が発るのであ
（14）

る。そしてそれから仏法が芽生えるのだ」とまで語っている。

このように，『八千頌般若経｣，「維摩経」は，「浬梁に留まっていること」や

また浬梁に至ると確定している「正性決定に入ること」を批判していることが

わかる。それは『八千頌般若経」が，無上正覚を覚ろうと出で立った菩薩は自

在に般浬梁できるにもかかわらず般浬梁せず，苦しむ衆生を観察して輪廻を恐
（15）

れないと説くことからも理解できる。すなわち，般浬梁することなく，浬桑に

とどまらない菩薩像を描いているのである。一方で，以下にみる大乗経典では

輪廻しない正性決定ではなく，「菩薩の正性決定」という展開を創出している。

2.2菩薩の正性決定

『八千頌般若経』では，正性決定に入った者は無上正覚に心を発すことがで

きないと語っていた。当該箇所の大品系羅什訳以降は「声聞の正性決定」とい
（16）

う改変を与えていたことは先に述べた。これとは逆に積極的な意味で「菩薩の

正性決定」という語を用いる箇所がある。『二万五千頌般若経」「大如品」では

以下のように語られる。

PSPD､126.1-12.
八

Sariputraaha:kenakaranenabhagavamstairevamSnnyatanimittapranihitair

dharmaihsubhavitaihprajiiaparamitayavirahitaupayakauSalyenacaparigrhlt5

bhntakOtimsakSatkltv圃息ravakabhavanti.bodhisattvahpunarbhagavamstairevam

jnnyatanimittapranihitairdhannaihsubhavitaihprajmparamitamupayakauSalyam

cagamyanuttar5msamyaksambodhimabhisambuddhvante？

bhagavanaha:ihaSariputraekahsarvakarajhatacittenavirahitah,SUnyatanimitta-

pranihitandharmanbhavayannupayakauSalyamal'5gamyaSravakobhavati.

aparahpunahSariputrabodhisattvomahasattvahsarvakaraifiatacittenavirahitah

SUnyatanimittapranihitandharmanbhavayannupayakauSalyenabodhisatt-

vaniyamamavakramatyanuttaramcasamyaksambodhimabhisambuddhyate.
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シャーリプトラは言った。「世尊よ，何が原因で，そのように，その空・

無相・無願という諸法がよく修習されることによって〔ではあるが〕，般

若波羅蜜を欠いており，また善巧方便に取り囲まれていない者たちは実際

を直証して，声聞となるのでしょうか。世尊よ，一方で菩薩たちは〔何が

原因で〕そのように，その空・無相・無願という諸法がよく修習されるこ

とによって，般若波羅蜜と善巧方便に到達して，無上正覚を覚るのでしょ

うか｡」

世尊は言った。「シャーリプトラよ’ここに，一切の相を知る心を欠いた

一人の者がおり，空・無相・無願という諸法を修習してはいるが，善巧方

便に到達せずに声聞となる。しかし他方，シャーリプトラよ’菩薩摩訶薩

は，一切の相を知る心を欠いておらず，空・無相・無願という諸法を修習

しつつ，善巧方便によって菩薩の正性決定に入るのである。そして無上正

覚を覚るのである｡」

「二万五千頌般若経」では，一切の相を知る心（一切智）から遠く離れ，般

若波羅蜜を欠き，実際を直証する者は声聞となることが示される。しかし一方

で，菩薩は，実際を直証するとは言われず，善巧方便によって「菩薩の正性決

定」に入り，そして無上正覚を証得するということが示される。

また『華厳経」「入法界品」では，菩薩はどのように菩薩行をなすべきかが
（17）

羅列される中，菩薩は「入り難き菩薩の〔正性〕決定に入らねばならない」と

説かれている。さらに毘盧遮那荘厳蔵大楼閣に居住する者は「あらゆる相

(nimitta)を離れて住しているが，しかし声聞の〔正性〕決定に入った者では
（18）

ない」と説かれる。このように「入法界品」においても「菩薩の正性決定｣，

「声聞の正性決定」という区別がみられる。さらに，善財童子は弥勒菩薩に対

して次のような問いを投げかけている。

GVp.393.17-21.

athakhalusudhanahSreSthidarakomaitreyasyabodhisattvasyapuratahprafijalih
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sthitv5evamaha-ahamalyaanuttarayamsamyaksambodhavabhisamprasthitah.

nacajanamikathambodhisattvenabodhisattvacaryayamSikSitavyam,katham

pratipattavyam.aryamaitreyovyakrtahsarvatathagatairekajatipratibaddhataya

anuttaravamsamvaksambodhau･vaScaikaiatipratibaddho'nuttaravamsamVa-
ゴD 彰 ゴ ゾユ ジO ご

ksambodhau、sasamatikrantahsarvabodhisattvavvavasthanini、so'vakranto
ご

bodhisattvaniyamam.tenaparipUritahsarvaparamitah.

さてその時，善財童子は弥勒菩薩の面前で合掌をなして，このように言っ

た。「聖者よ，私は無上正覚に向かって歩み出しました。しかし，どのよ

うに菩薩が菩薩行を学び，どのように行じるのか私は知りません。聖者弥

勒は，一切の如来によって，一生補処であるということで、無上正覚に対

して授記されています。そして無_卜疋覚に対して一生補処である者は，す

べての菩薩の階位を超越しており，菩薩の〔正性〕決定に入っております。

彼はすべての波羅蜜を完成しています｡」

この直後には，弥勒菩薩のような無上正覚の授記がなされた菩薩は，菩薩の

地やあらゆる三昧を得るなど50の項目があげられている。上の引用では，善

財童子が弥勒菩薩に対し，弥勒菩薩は無上正覚の授記を受けているとし，その

ような菩薩（弥勒菩薩）は「菩薩の正性決定に入った者」だとしている。すな

わち仏による無上正覚の授記が，菩薩の正性決定だということができる。その

ことは，すでに見た『八千頌般若経｣，『維摩経』が，正性決定に入った者は無

上正覚に心を発すことができないと語っていたことと表裏一体である。すなわ

ち，元来の正性決定は発心できないが，菩薩の正性決定は仏からの授記によっ

て無上正覚に心を発すことが可能となるのである。したがって上に確認した大

乗経典は，伝統的な正性決定という言葉を受け継ぎながら，「菩薩の正性決定｣↑

「声聞の正性決定」という新たな解釈をなしている。そしてその両者の違いは‘

無上正覚へ向うか否かによるのである。

ニカーヤ文献における正性決定は仏教の究極目的である浬藥に至ることが確

定したこと（すなわち輪廻しないこと）を意味していたが，大乗経典ではそのよ
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うな「確定」は否定され，さらに「菩薩の正性決定」という新たな展開を生み

出し，浬藥にとどまらず衆生利益をなす菩薩像を描いている。そしてその衆生

利益をなす大乗菩薩は，衆生とともに菩提を求める仏道を歩む者といってもよ

い。そのことは次の『維摩経』からうかがえる。

『維摩経」第1章「仏国品」では，菩薩にとっての仏国土の清浄は何かとい

うことが提起される。そこではまず第一に衆生が生じる国土が菩薩にとっての

仏国土とされ，意欲や加行などが生じる国土が菩薩の仏国土だとされる。その

中，般若波羅蜜について「般若波羅蜜が生じる国土が菩薩にとっての仏国士で

ある。彼（菩薩）が菩提を得るならば，正性決定した衆生たちが仏国士に生ま
（19）

れる」と語られる。このような表現は「無量寿経」の第十一願と同質のもので

ある。すなわち，菩薩は自ら無上正覚に心を発し，菩薩の正性決定に入るのみ

ならず，救うべき衆生に対してでさえ，その同じ正性決定を願っているのであ

る。

以上，大乗の菩薩は無上正覚に至るという授記を受けている者である。この

ような授記は大乗経典では重要な要素として語られている。そのことは以下に

みる大乗経典の「不退転」でも同じことがいえる。すなわち，無上正覚の授記

を受けた菩薩が不退転の菩薩だと語られている。以下に大乗経典における不退

転を確認してみよう。

3大乗経典における不退転

初期無量寿経に位置する『仏説阿弥陀三耶三仏薩楼仏檀過度人道経』（以下

『大阿弥陀経｣）において「阿惟越致（不退転）の菩薩」という語が複数みられ
(20）

る。中でも第七願は，以下のように説かれる。

『大阿弥陀経」301b27-c5.

第七願使某作仏時，令八方上下無央数仏国諸天人民若善男子善女人，

有作菩薩道，奉行六波羅蜜経，若作沙門，不殼経戒断愛欲斎戒清浄，一

,L､念欲生我国昼夜不断絶，若其人寿欲終時，我即与諸菩薩阿羅漢共飛行

(6J)118



迎之，即来生我国，則作阿惟越致菩薩智菩勇猛。得是願乃作仏。不得是

願終不作仏。

第七に願ずらく，某作仏せしめん時，八方上下の無央数の仏国の諸天人民，

若しは善男子善女人をして，菩薩道を作すこと有りて，六波羅蜜経を奉行

し，若しは沙門と作りて，経戒を段らず，愛欲を断じ，斎戒清浄にして，

一心に念じて我が国に生まれんと欲し，昼夜断絶せず，若し其の人，寿終

わらんと欲する時，我，即ち諸菩薩・阿羅漢と共に飛行してこれを迎えて，

即ち我が国に来生し，則ち阿惟越致の菩薩と作りて，智慧勇猛ならしめん。

この願を得ば乃し作仏せん。この願を得ずんば終に作仏せず。

直前の第六願も，ほぼ同内容だが，そこには出家的な要素が入っておらず，
（21）

梶山[1983]が指摘する如く在家的な風情を帯びている。「仏説無量清浄平等覚

経」（以下『平等覚経』）には第六願相当文が欠け，第七願相当は第十八願となっ

ている。また『仏説無量寿経』（以下『無量寿経｣）では第六,七願ともに部分的

に第十九願に一致する。

『大阿弥陀経」の第六願は成就文の上輩に，第七願は中輩に相当する。当該

箇所では各願の成就について語られるが，後期無量寿経の「無量寿経」及び

『無量寿如来会』（以下『如来会｣）では上輩にしる中輩にしる仏土に生まれる

ことを願う衆生は仏土に往生して不退転の菩薩となることが明記される。『無

量寿経』の中輩は以下のように語られる。

『無量寿経」272b24-c3.

仏語阿難其中輩者，十方世界諸天人民，其有至心願生彼国。錐不能行作

沙門大修功徳，当発無上菩提之心，一向専念無量寿仏，多少修善奉持斎

戒，起立塔像飯食沙門，懸繪然灯，散華焼香，以此廻向願生彼国。其人

臨終，無量寿仏，化現其身。光明相好具如真仏。与諸大衆現其人前。即随

化仏‘往生其国住不退転。功徳智慧，次如上輩者也。

仏，阿難に語りたまわく．其の中輩の者は，十方世界の諸天人民其れ心
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を至して彼の国に生まれんと願ずること有らん。行じて沙門と作り大いに

功徳を修すること能わずと雌も↑当に無上菩提の心を発し，一向に専ら無

量寿仏を念じ，多少に善を修し，斎戒を奉持し，塔像を起立し，沙門に飯

食せしめ，繪を懸け灯を然し，華を散じ香を焼きて，此を以て皿向して彼

の国に生れんと願ぜん。其の人終わりに臨んで，無量寿仏其の身を化現

せん。光明相好具さに真仏の如くならん。諸の大衆と其の人の前に現ぜん。

即ち化仏に随いて，其の国に往生し，不退転に住せん。功徳智慧，次いで

上輩の者の如くならん。

上の引用では，沙門となることが適わなくとも，無上菩提の心を発し仏を念

ずれば仏土に往生して不退転に住することが示される。さらに，『如来会」お

よびサンスクリット文では，下輩の者でも，仏土に往生し無上正覚より退転し
（22）

ないと言われるようになる。「無量寿経」の思想的展開をかいま見ることので

きる一例と考えられるが，これは阿弥陀仏の国土では退転する菩薩のいないこ
（23）

とが徐々に構築されているといえる。このことは上記に示した『大阿弥陀経」

では第六願で菩薩第七願で不退転の菩薩という区分を設けるが，後期無量寿

経以降にはその区分が見受けられないことによっても，裏付けることができる。

さて，『大阿弥陀経』では，仏士において，預流を得ていない者はすぐ、に預

流者となり，一来を得ていない者はすぐ、に一来者となり，不還阿羅漢を得て

いない者はすぐ、にそれぞれの道を得ると語られる。すなわち，阿弥陀の仏土で

は衆生それぞれが歩むべき道に至ることが示されている。そして，その仏土に

おける歩むべき道の一つとして，預流や一来などと並列して，不退転を得てい
（24）

ない菩薩はすぐ、に不退転を得ると語られている。すなわち『大阿弥陀経」は、

仏土に生まれた衆生たちのそれぞれの歩みを指し示しているのである。そして，

その中の「不退転の菩薩」は，おそらく『大阿弥陀経」が示す，菩薩のあるべ

き姿から退転しないという意味内容を持つ者を指すのであろう。

上にみた『大阿弥陀経」では，何から退転するのか，何に退転するのかは語

られない。一方，以下にみる『道行般若経」は，その「菩薩のあるべき姿」に
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焦点を当て，「無上正覚から退転しない｣，「声聞，独覚の位に陥らない」と語

り始める。

〈般若経〉では不退転の菩薩を扱う章（｢阿惟越致品｣）がすでに『道行般若

経』に示されている。これは「不退転」を説明しなければいけない背景があっ

たことを意味する。『道行般若経」「遠離品」では以下のように語られる。

『道行」459cl4-18.

仏言。仮令火賜滅已，賜消已賜去已。知是，須菩提，菩薩摩訶薩受決已‘

過去但薩阿娼，阿羅訶三耶三仏，授阿褥多羅三耶三菩。知是阿惟越致相。

仮令火不滅，不消，不去。知是菩薩摩訶薩未受決。

ASPD.189.17－21.
且

sacetsubhntegramadZhovanagaradahovEiupaSamyati,白面bhavati、astam

gacchati,veditavyametatsubhntevyakrto'yambodhisattvomahasattvastaih

paurvakaistathagatairarhadbhihsamyaksambuddhairavinivartanryo'nuttarayah

samyaksambodheriti.

sacennopaSamyati,na自禰bhavati、nastamgacchati,veditavyametatsubhnte

navamvvakrtobodhisattvomahasattvo'nuttaravamsamVaksambodhaviti.
咳D咳画 ‐0－■

スブーティよ’もし村の火災，あるいは都城の火災が鎮まり，冷め，消え

てしまうなら，スブーテイよ’このことが知られるべきである。かの菩薩

摩訶薩は‘過去の諸の如来，諸の阿羅漢諸の正覚仏によって無上正覚か

ら退転しない者であると授記されていると。もし〔火災が〕鎮まらず，冷

めず，消えないのなら，スブーティよ’このことが知られるべきである。

かの菩薩摩訶薩は無_卜花覚について授記されていないと。

上の引用は，ブッダがスブーティに不退転の菩薩の姿を語る一場面である。

菩薩は夢の中で燃え盛る村や都城が鎮火するのを願う。それがかなえば仏によ

って無上正覚が授記された菩薩なのであり，その彼が不退転の菩薩だと示され

ている。すなわち，仏による無上正覚の授記の有無が，退転／不退転の要とな
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っていることを「道行般若経』は明示しているのである。

またぐ般若経〉「書'1前品」では様々な書えを示し，「菩薩の堕落」を語ってい

る。それらの譽嚥の中，齢を重ねた病人がもはや歩く力もないことを書えにし

て，般若波羅蜜と善巧方便を獲得しない菩薩は堕落するとしている。そしてそ
（25）

の堕落とは声聞・独覚の位に陥ることだとしている。一方，般若波羅蜜と善巧

方便を獲得する菩薩は無上正覚にたどり着くことができるといわれる。

ASPp.145.24-31.

subhnteyasyabodhisattvasyamahfisattvasyaastiSraddha,astikSantill,astirucih

astichandah,astivTryam,astyapramadah,astyadhimuktih,astyadhyaSayah,asti

tyagah,astigauravam,astiprTtih,astipramodyam,astiprasadah,astipremaasty

anikSiptadhurataanuttaramsamyaksambodhimabhisamboddhum,saca

prajfiaparamitayaanupariglhltobhavati,upayakauSalyasamanvagataScabhavati.

veditavvametatsubhntenavambodhisattvomahasattvo'ntaravVadhvani
ゴ ゾQ

samsatsyati,navyavasadamapatsyate,pratibalo'yambodhisattvomah5sattvastat

sthanamanupraptumyadutanuttaramsamyaksambodhisthanamiti.

スブーテイよ’無上正覚を覚るために，ある菩薩には，信があり，忍耐が

あり，楽しみがあり，志欲があり，勇気があり，不放逸があり，信解があ

り，意欲があり，捨離があり，尊敬があり，満足があり，歓喜があり，浄

信があり，愛情があり，粘り強さがある。さらに彼は，般若波羅蜜に囲ま

れており，善巧方便を備えている。

スブーテイよ'このことが知られるべきである。そのような菩薩摩訶薩は

中途で沈み込まないであろう，堕落しないであろう。そのような菩薩摩訶

薩は，この状態を得るにふさわしい者である。すなわち，無上正覚という

状態を。

菩薩にとっての堕落とは，声聞・独覚の位に陥ることだとし，一方，般若波

羅蜜と善巧方便を獲得することによって，それらの位に陥らず，かえって無上
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正覚を得るにふさわしいのだと語っている。すなわち，不退転の菩薩とは仏に

よって無上正覚の授記を受けた者を指し，そしてその無上正覚とは独覚・声聞

の位に陥らないことを指すことになる。したがって不退転の菩薩とは声聞・独

覚の位に陥らない菩薩だといえる。決して輪廻しないことを意味する正性決定

では無上正覚に心を発すことができないことは先に見た。よって，不退転も正

性決定も仏からの無上正覚の授記によるということである。そして，菩薩にと

って不退となることも，菩薩の正性決定に入ることも，衆生利益に他ならない。

したがって衆生にむけて心を発すことを，無上正覚への発心ということができ

るであろう。

おわりに

本稿を通して確認してきたことをまとめる。パーリ・ニカーヤ文献における

正性決定は聖者の一つのレヴェルを指し，浬梁に必ず至るという意味を持って

いた。そしてその確定は，ブッダによる授記によりなされる。またニカーヤ文

献では，不退転に近しい語がみられたが，大乗経典の漢訳が音写するほどの意

味を持たせているとは考えられなかった。すなわち大乗経典は「不退転」とい

う語に新たな仏道を内包させたといえる。

正性決定は浬藥に至ることが確定したということを意味するが，大乗経典は

この原義を踏まえた上で，新たに「菩薩の正性決定」を語り出していた。

『八千頌般若経」「シャクラの章」や『維摩経」第7章「仏道品」では，浬藥

に住することとなる正性決定に至る者は‘衆生が輪廻する世界と一線を画する

という意味で，無上正覚への心を発せない者とされていた。そのような者に対

して，これらの経典では，無上正覚に発心し，輪廻に留まりながらも煩悩を領

域としないことが大乗菩薩の歩むべき道だとされている。このような衆生利益

を前提とする菩薩のあり方を説き示すために，『二万五千頌般若経』や「入法

界品」では，「声聞の正性決定」「菩薩の正性決定」という表現が用いられてい

る。「入法界品」によるならば，「菩薩の正性決定」は「無上正覚に至る」とい

うブッダによる授記により可能となる。さらに，『維摩経』第1章「仏国品」
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や『無量寿経」第十一願にみられるように，菩薩は衆生たちの正性決定でさえ

願ってもいる。

初期無量寿経から後期無量寿経にかけて，徐々に不退転の菩薩が構築される

展開がみられた。その中，最初期の『大阿弥陀経」では，仏土における歩むべ

き道の一つとして，四向四果とともに不退転の菩薩が示されていた。『大阿弥

陀経」は何から何に退転するのかは語らないが，すでにその時点で不退転の菩

薩が意識されていたことは確実である。『大阿弥陀経」に示される不退転の菩

薩に焦点をあてた「道行般若経」は，「菩薩の堕落」について語っている。す

なわち，声聞・独覚の位に陥ることが菩薩にとっての退転なのであり，そうで

あれば無上正覚を証得することができないとする。そして退転するか否かは，

仏からの無上正覚の授記を受けたか否かによるとも語っていた。この無上正覚

の授記が菩薩の正性決定であることはすでにみた。したがって「菩薩の正性決

定」も「不退転」も仏からの無上正覚の授記が枢要となっているということで

ある。そして，大乗仏教が示すその無上正覚への発心は，あらゆる衆生に向け

て心を発すことに違いない。

注

(1)

(2)

DNvol.3,p.217.1-2.tayorasT.micchattaniyatorZsi,sammattaniyatorasi,aniyatorasi.

櫻部建（『増補版仏教語の研究』文栄堂書店1975）は「不退転」に相当する

パーリ語として,l.avmpata,2.aparih5na,3.appativﾖni,4.anavattiの4つを挙げる。

これらの4つは，それぞれ,1不堕〔悪趣〕の意味,2.修道上での不衰退不後退

の意味，3不倦退，不疲倦の意味（特に精進勇猛などと関連)，4不還来の意味

（常に不還果について述べる場合に用いられている）と解し，前二者を大乗で言わ

れる「不退転」と関係があり，後二者は関係がないとしている。しかし「語根から

いえばもちろん，語義からいっても，この二語(avinipataとavinivartamya)は直ち

には結びつかないから，問題がのこる」とも述べることから，結果として大乗菩薩

の「不退転」との語源的関連は不明といえる。

この中,3appativani/T､aprativani/T-)は元来，不退転の意味はないであろう。

BHSD(FranklinEdgertOn,B1ｲ成加srJM""鼬"s肺〃Gra版"?αγα"dD/c"o"α恥2vols，

YaleUniversityPress,NewHaven,1953)によればprativ5niは。教えへの反感を意味

するとしている。しかし註釈ではappativaniをavinivattana(不退転）とする。A

C""cq/P""Djc"o"α〃(VilhelmTrenckneretal.,PTS,CopenhagenandBristol,1924)

(67)112



も別D/c"o"α〃QfP""(MargaretCone,PTS,Oxfbrd,2001)も註釈に基いている。「教

えに対して反感がない」から「教えから退かない」という意味でアッタカターは註

釈しているのかもしれない。

appativani/T-については大谷大学非常勤講師・清水洋平氏，大谷大学大学院博士

後期課程修了・稲葉維摩氏に御助言を頂いた。記して感謝申し上げます。

(3)MPvo1.3,p406

(4)北|鳴泰観訳註編集「パーリ語仏典「ダンマパダ」－こころの清流を求めて－』

（中山耆房仏書林，東京,2000,pp｣63-164),他乃eMi""f"wα"ﾙaBe加g

Dm/og""berwee"K/"gMi""”α"‘油eβ"‘た伽srStZgeⅣ瓦g“e"a(VilhelmTrenckner

(ed),PTS,London,1986),p.101

(5)AKBhp.34719,助A卿/グ"ルグ鋤ﾙ"ﾙ”"?αﾙ“αW砿妙〃b)JItIjo"1/"q(ed.UnraiWogihara,

SankiboBuddhistBookStore,Tbkyo,1971)1).540.3-4宮下晴輝「善の断絶と続起一有

部教義学における断善根論一」（『佛教学セミナーjno.86,2007)注31参照。

(6)註釈では，直後に説かれるスダッタ優婆夷が一度だけやって来る世界は欲界だと

している。よっておそらくその世界は色界か無色界を指すのであろう(Svp543参

照)。

(7)後にみるく般若経〉や「無量寿経」などには「無上正覚から退転しない」という

奪格が示される。文法的な面からanavattiに近い。また，中村元（『ブッダ最後の

旅大パリニツバーナ経」岩波書店,1980,pp218-219)によれば,anavattiはアビ

ダルマ教義よりもウパニシャッドの思想に近いという。よって文献の立ち位置を顧

慮せず,anavattiは不還果だとするのは早計かもしれない。

(8)Svp.544.7-9avinipata-dhammotietthavinipatanamvinip5to:nassavinipatodhammo

ti,avinipata-dhammo,catusuapayesuavinipatana-sabhavotiattho.

(9)肋”""a-Mkm'Qvol.5(LeonFeer(ed),PTS,London,1976,pp375-377)にSarakalli

経がある。その経は，釈迦族のサラカーニという酒飲みが授記された以降の様子を

描いている。経典ではサラカーニは上のスジヤーター優婆夷と全く同じ授記を受け

ている。そしてそれを聞きつけた釈迦族の者たちは酒飲みが正性決定の授記を受け

たことで憤り落胆しさげすんで「預流にならない者はいない」と嘆き，ブッダにそ

れを申し出ている。すなわち，それほどまでに正性決定という授記は仏教徒にとっ

て大きな意味があったことがうかがえる。

上記引用の『大般浬藥経」では，ブッダはナーディカ村の人々に授記しているが‘

法鏡(dhammadasa)をしっかり身に付ければブッダに授記されるように自ら授記

できると説いている。法鏡の具体的内容は三宝に対する不壊の浄信

(aveccappasada)としている。法鏡を具えることが仏から授記を受けたことに等し
いのである。

(10)AKBhp.350.6samyaktvamnirvanamuktamsEtre本庄良文「シヤマタデーヴアの伝

える阿含資料賢聖品(1)｣(｢三康文化研究所年報」第21号,1988,三康文化研究

所）によれば，雑阿含29,790-792（大正p.205a)。しかし，完全には一致してい

ない。本庄良文「シヤマタデーヴァの倶舎論註一根品(7)－」（『密教学研究』第16
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号,1985,日本密教学会）参照。

(11)ただし興味深い用例がある。AN(vol1,p.147)では老病死を主題に蠕りに関す

る教えが5偶によって示されている（同等の偶はANvol.3,p.75にも見受けられる)。

その中，第5喝は次のように説かれる。「私は今や欲望を慕うことは決してない。

私は不退転の者(anivattin)となるであろう。梵行に達する〔私〕は｣。註釈は

「<不退転の者となるであろう〉とは，出家することから，一切智智から退転しな

いであろう。再び生まれることはないであろう〔という意味である〕」と解説して

いる(Mpvol2,p243)。このような用例は他に見受けられない。

('2)上記引用の当該箇所の漢訳は以下の通り。（ページ番号は『大正新脩大蔵経』，

vol.7,vol.8による）

『道行』429a21-23何所天子未行菩薩道。其未行者今皆当行。以得須陀垣道。不

可復得菩薩道。何以故。閉塞生死道故。

『大明度」482b15-17.何天子。未求間士道者今皆当求。以得溝港道者不可復得閨

士道士。何以故。閉生死道已。

『紗経』511c24-26.何所天人未発菩薩心者。今皆当行。以得須陀垣者不可復得菩

薩道。何以故。閉塞生死故。

「小品」540al6-19若諸天子未発阿褥多羅三貌三菩提心者。今応当発。若人已入

正位。則不堪任発阿褥多羅三貌三菩提心。何以故。已於生死作障隔故。

「大般若』（第四会)769cl7-20汝諸天等。未発無上菩提心者今皆応発。諸有已

入声聞独覚正性離生。不復能発大菩提心。何以故。‘|喬戸迦。彼於生死流已作限隔

故。

「小品」以前では「預流果（須陀桓道溝港道）に至った者は菩薩道（閨士道）

を得ることができない」と訳され，『小品』ではじめて「正性決定」が用いられて

いる。さらに玄英訳に至ると「声聞・独覚の正性決定」と訳されている。また，大

品系の同等箇所には以下のように訳されている。

『光讃」210b24-26.何所天子未発阿褥多羅三貌三菩提心者。今皆当発。其入正見

者不能得発大道意也。所以者何。以塞生死道故。

「放光」38b7-9.是諸天子未発意者今当応発菩薩心。已住於道検者。力不堪発阿

褥多羅三耶三菩意。何以故。為生死界作障隔故。

「大品」273b28-c2諸天子。今未発阿褥多羅三貌三菩提心者応当発心。諸天子若

入声聞正位。是人不能発阿褥多羅三覗三菩提心。何以故。与生死作障隔故。

『大般若』（第二会)134b7-10.汝諸天等。未発無上菩提心者今皆応発。橋ﾉー i迦・

諸有已入声聞独覚正性離生。不復能発大菩提心。何以故。信戸迦。彼於生死已結

界故。

(13)VKNp210.3-llyanl]aprthagjanagocaronaryagocarah,ayambodhisatvasyagocarah

yatsamsaragocaraScanacakleSagocarah,ayambodhisatvasyagocarah.yan

nirvanapratyavekSanagocaraScanacatyantaparinirvanagocarah,ayambodhisatvasya

gocarah(略)yadajatipratyavekSanagocaraScanacaniyamavakrantigocarah,ayam

bodhisatvasyagocarah.

(69)110



VKND.30610-12.evamevanasamskrtaniVamaDraptesubuddhadharm3virohanti.
ユ eヨゴユユO

sumerusamamsatkayadrStimutpadyabodhicittamutpadyate.tataScabuddhadhanng

virohanti・

ASPp､146.21-25.duSkarakarakabhagavanbodhisattvahmahasattvah,ye'nuttaram

samyaksambodhimabhisamboddhumsamprasthitah.evamrnpamdanamagamya,

eva'mnpamSTlam,evamrnpamkSantim,evammpamvTryam,evammpamdhyanam,

evamruPamP庇りiiamagamyasvEidhme'piparinirv"enecchantiparinirvatum.apitu

paramaduhkhitamsattvadhEitumabhisamTkSyaanuttaramsamyaksambodhim

abhisamboddhukamahsamsarannottrasvanti.

注(12)参照。

GVD.363.5.duravakramobodhisattvaniyamo'vakramitavyam.

GVp.371.4.yetesarvanimittmpagataviharinaSca,nacaSravakaniyamamavakramanti.

VKNP.34.11-13.prajfiakSetrambodhisatvasyabuddhakSetram,tasyabodhipraptasya

samVaktvaniVatahsatvabuddhaksetresambhavanti.
ゴ ゾB

大田利生編「漢訳五本梵本蔵訳対照無量寿経」永田文昌堂，2005（以下，大田

[2005]),p54,p.72,p.136,p170,p182,p.184など。

梶山雄一「般若思想の生成」『講座大乗仏教2般若思想」春秋社,1983,pp.20-21.

大田[2005]pp190-191

「二輩性能」の思想的展開については藤田宏達『原始浄土思想の研究」（岩波書

店,1970,pp.541-543)に詳しい。また向井亮「世親造「浄土論』の背景一「別時

意」説との関連から－」（『日本仏教学会年報｣,no.42,1976,p174.),小谷信千代

『世親浄土論の諸問題」（東本願寺出版部,2012,pp60-61)参照。

『大阿」305c25-29未得須陀垣道者即得須陀恒道。未得斯陀含道者，即得斯陀

含道。未得阿那含道者，即得阿那含道。未得阿羅漢道者，即得阿羅漢道。未得阿惟

越致菩薩者，即得阿惟越致。

そのことはすでに『道行般若経」に語られている。『道行』452al7-22仏言。菩

薩，有信楽有定行．有精進欲逮阿褥多羅三耶三菩。不得学深般若波羅蜜嘔想

拘舍羅者，終不能至仏。当中道休堕阿羅漢畔支仏道中。何以故。不得学深般若波羅

蜜，嘔憩拘舍羅故。

(14）

(15）

ｊ
ｊ
ｊ
１

６
７
８
９

１
０
０
０

(20）

９
１
帥

２
２
２

ｉ
ｉ

(24）

(25）

略号表

』6〃fJzQ7”αkoscz6ルグ""(Vasubandhu),PrahladPradhan(ed_),46""""'"ko"-

助”ﾉaQf"s"6α"鋤",TibetanSanskritWorksSeriesvol.8,KashiPrasadJayaswal

Researchlnstitute,Patna,1967.

,4"g""”α"jkayfz,MabelHunt,RiChardMorriS,andEdmundHardy(edS.),6vols.,

PTS,London,1885-191().

""""ﾙ“"たグ-P7可万""""",P.L・Vaidya(ed.),""""んq4w-ZRaP吻月""α碗"グ

w"ルHt7"6加飾α'SCO"7"7e"/Qnノcα"eJ4/o",BuddhiStSanskritTbxtsno.4,Mithila

InstituteofPost-GraduateStudiesandResearchmSanskritLeaming,Dharbhanga,

AKBh

ヘN

ASP
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DN

G，

Mp

PSP

S，

VKN

1960．

乃eD電ﾙα"iﾙ瓦",ThOmasWilliamRhysDavidsandJosephEstlinCarPenter(eds),

3vols.,PTS,London,1890-1911.

Gα""w冴加,ELVaidya(ed),G""w""""α,BuddhistSanskritTextsno.5,

MithilalnstimteofPost-GraduateStudiesandResearchinSanskritLeaming,

Darbhanga,1960.

A必"o”/方α”『α"Zβ"c庇"iagﾙo"'sCo加加e"""o"r"eAJig""α"-Aﾉikayq,Edmund

Hardy,MaxWalleser,andHermannKopp(eds),5vols,PTS,London,1924-1956.

Pα月caW碗jα"s鋤“〃庖P'q/"""Q版〃グ，TakayasuKimura(ed.),

Pα万cm/"wjα"”"s"版P吻万“”α"7"""SankiboBusshorin,Tbkyo,1990.

s"耐"gq/α-V"鯲加ZThomasWilliamR11ysDavids,JosePhEstlillCalpenter,and

WilliamStede(eds),S"碗α内gα/"-v"as加ZB"dt"mg/iosq'sCo""77e"""o71"ze

D電ﾙα-"My@3voIs.,PTS,London,1971(2nd.ed.)

""7q/αたか""加左",StudyGroupOnBuddhistSanskritLiterature,Thelnstimttefbr

ComprehensiveStudiesofBuddhism,ThishoUniversity(ed),隊加α/αたか"""火jα，

刀α"s〃〃“”釦"s肺〃たx/Co""e"w"肉7Ybαα〃α”α7腕ese刀α"s/α"o"s,Taisho

University,Tokyo,2006.
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